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◆学校からのメッセージ

◆学校行事の内容

◆運営に関する計画

◆特色ある教育活動

◆地域とともにあゆむ学校として

◆活発に活動できる広い運動場

◆令和7年度「全国学力・学習状況調査」結果から ◆令和7年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果から

　昨年度、創立 100 周年を迎えました。「次の 100 年に向けて」を合言葉に、笑顔あふれる学校づくりを目指しています。
　また、正門から続く美しい桜並木、広くて、大きなアスレチックのある運動場には、いつも子どもたちの楽しい笑顔と笑い声に包ま
れています。
●校訓　　　　　　　　つよく・ただしく・ほがらかに
●めざす子ども像　　　自主性と思いやりがあり、自律できる子
●学校教育目標　　　　‌�「強く・正しく・朗らかに」生きる子どもを育てる 

◇強く：心も体も強くしなやかでねばり強い心と体をもつ 
◇正しく：確かな知識・考え方に基づき、正しく判断する 
◇朗らかに：あたたかな心で、希望をもって、前向きに生きる

１学期
★春の遠足（４・５月）
★修学旅行 （５月下旬）６年生が志摩・鳥羽方面へ修学旅行に行きます。　
★林間学習（７月下旬）５年生がハチ高原へ行きます。

２学期
★土曜授業（９月中旬）作品展を実施します。
★運動会（10 月下旬）柴島浄水場グラウンドで実施する予定です。
★秋の遠足（11 月中旬）たてわり全校遠足  万博記念公園

３学期
★土曜授業（１月中旬）もちつき大会を予定しています。
★卒業遠足（１月下旬）６年生がキッザニア甲子園に卒業遠足に行きます。
★卒業を祝う会・卒業式（３月）

〇　都会では数少ない自然環境に恵まれていること、そして、「はぐくみネット」を中心と
した、地域による学校支援が充実していることが本校の特色と言えます。

　　地域による学校支援は、登下校の見守り活動、朝の読み語り、昔遊び体験、授業支援
等々、さまざまな学校活動をカバーしてくださっています。そのようすは情報誌『あく
しゅ』で発信され、保護者・地域と学校をつないでいます。

〇　また小・中学校で連携して、それぞれに地域の皆さんと共に、防災について学んでい
ます。今年度も 10 月の防災学習では、地域の防災リーダーの方々にご参加いただき、地
震や津波など、まさかの場合に備えた学習を行います。

〇　PTA 活動は改革を行い「やりたいことをやりたい人がやれる範囲で活動するカタテマ
PTA」を合言葉に、役員が中心となり子どもたちが楽しめる活動を企画・実行しています。

　　R7 年度実績　‌�ジャンボサッカーボール＆紙飛行機大会・水遊び・給食試食会・卒業式・
入学式フォトスポットなど

【安全・安心な教育の推進】
○小学校学力経年調査の「学校に行くのは楽しいと思いますか」の項目について、肯定的な回答の割合を 84.3％以上にする。
○小学校学力経年調査の「自分にはよいところがありますか」の項目について、肯定的な回答の割合を 80.8％以上にする。

【未来を切り拓くための学力・体力の向上】
○小学校学力経年調査における国語・算数の平均正答率の対全国比を同一母集団にて比較し、各学年前年度より１ポイント向上させる。
○小学校学力経年調査の「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」の項目について肯定的な回答の割合を

84.4％以上にする。
【学びを支える教育環境の充実】
○小学校学力経年調査の「授業で学習者用端末をどの程度使用しましたか」に対して、週３回以上と回答する児童の割合を 66.2％以上にする。
〇年度末の学校アンケート（保護者対象）で「学校は教室や運動場などの環境を整備するように努めている」への肯定的な回答を 90％にする。

＜異学年交流＞
○　異学年交流とリーダーの育成をねらいとして、全学年のたてわり班（キッズチーム）を編

成し、年間を通して活動しています。
　・朝の集会での活動（隔週月曜日）
　・秋のたてわり全校遠足（万博記念公園）
＜小中で連携した教育の推進＞
〇　進学中学校の柴島中学校とは一小一中で、親子給食を実施しています。また、中学校の先

生が年間を通して、外国語活動・外国語の指導をしてくださっています。プール水泳や情
報モラルの指導などでも、小中で連携した教育を進めています。

〇　平成 28 年３月にアスレチック施設が完成し、休み時間になると元気に遊ぶ子供
たちの笑顔であふれています。

〇　広い運動場は体育の授業だけではなく、なわとび運動やかけ足運動にも使われ、
子どもたちの体力増進に大いに貢献してくれています。

〇　１年生には、地域の方々による一輪車、竹馬の指導があり、一輪車を乗りこなす
低学年の子供たちの姿が、よく見られます。

＊令和６年度より校舎改修工事のため、運動場の使用を一部制限しています。

　平均正答率については、国語 69％・算数 61％・理
科 58％となっており、大阪市平均（国語 65％・算
数 58％・理科 55％）、全国平均（国語 66.8％・算数
58％・理科 57.1％）ともに上回ることができた。
　平均無回答率についても、国語２％・算数３％・理科２％
と低く、大阪市平均（国語 2.8％・算数 3.8％・理科３％）、
全国平均（国語 3.3％・算数 3.6％・理科 2.8％）ともに下
回っており、粘り強く問題に取り組む姿勢がうかがえた。

［国語］「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」に
おいて平均正答率を全国と比べると、各領域で上回るこ
とができた。特に「読むこと」においては、４ポイント
近く上回ることができ、記述式の問題においても正答率
63.4％（全国 58.8％）と高かった。

［算数］「数と計算」「図形」「測定」「変化と関係」「デー
タの活用」において平均正答率を全国と比べると、各領
域で上回ることができた。特に「図形」においては、８
ポイント以上高い結果となった。しかし「データの活用」
の問題の中には、正答率も 26.8％と低いものもあり課題
が見られた。

［理科］「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」において
平均正答率を全国と比べると、「エネルギー」のみ下回
る結果となった。中でも３年生で学習する「電気の通り
道」にかかわる問題で、正答率が 12.3％（全国 10.6％）、
38.6％（全国 42.9％）と低いものがあった。

　令和７年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」において、男子はすべて
の種目で全国、大阪市の平均を上回ることはできなかった。女子は長座体前屈の
記録が全国平均、大阪市平均ともに上回った。体力合計点においては、男女とも
に全国、大阪市平均に届かず、昨年度と比べても平均の数値に届かなかった。
　運動は好きですか等の運動意欲に関する質問に対する肯定的な回答の割合は、
全国平均に比べ、男子は若干だが下回り、女子は上回った。また、１週間の総運
動時間が 60 分未満の児童の割合は、男子は全国平均、大阪市平均より多く、女
子は全国平均よりは多かったが、大阪市平均は下回った。一方、テレビ、スマホ、
ゲーム機などの VDT 機器を学習以外で３時間以上使用する児童の割合が、男子
で 62.1%（国 42.7%）、女子で 54.8%（国 37.4%）と、男女ともに大きく上回った。
　今後より多くの児童が、体力・運動能力の向上に意欲的に取り組めるような取
組を計画していく必要がある。また生活習慣に関しては健康保持の面からも生活
指導の面からもスマホの使い方について、児童に指導を続けるとともに、保護者
に対して啓発をしていく必要がある。
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